
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日／平成 31 年 3 月 30 日     

発行所／恵 庭 市 文 化 協 会 

事務局／恵庭市桜町２丁目２－７ 

     大塚宅（☎090-8896-4943） 

表紙作品：恵庭市文化協会所属 パッチワーク「アザレア会」代表 中村榮美子 氏作 

作者談：「初夏になると恵庭に来て就職した昭和37 年、北部隊演習場の中でスズラン刈りをしたことを想い

出します。恵庭を表現したくなり制作した作品の一つです。」 

この作品は、「えにわ芸術文化宅配事業」の登録作品です。 

 

*「えにわ芸術文化宅配事業」とは、恵庭市文化協会に所属する美術協会、写真協会、書道連盟、パッチワークアザレア

会の会員で組織した「えにわアート・バンク」が恵庭市から受託し実施している文化振興事業です。 

各団体に所属する会員の作品を市内の有効空間に展示することで、潤のある文化のまちづくりを目指します。現在136

点の登録作品を40か所の事業所や公共施設に展示しています。 

恵庭市文化協会会報 №３９ 

え に わ 文 化     

「恵庭岳を背に咲くすずらん」 パッチワーク 縦 44Cm×横56Cm 

 



創立 45 周年記念事業 

バレエスタジオ合同公演を実施  

さる 3月 24 日、市民会館第ホールにおいて文化

協会加盟 3団体によるバレエ合同公演を実施しま

した。当日はほぼ満席となる盛況ぶりで、改めて

クラッシックバレエ人気の高さを思い知りました。 

恵庭におけるバレエの歴史は古く、昭和 44 年に

小泉のり子先生が教室を開設し、文化協会には昭

和 50 年代始めに加盟されました。以来、これまで

恵庭市内には 6 か所のスタジオができ、うち 5カ

所が文化協会に加盟されています。 

文化協会は「手づくり文化」を合言葉に活動し

ていますが、今回の公演はまさに手作りそのもの

でした。従来の記念事業は招聘なので、券売、当

日の会場運営が主たる業務でしたが、バレエの舞

台で踊るのは地元の子供達（一部大人とゲストダ

ンサーはいますが）です。昨年 7月から練習を開

始し、振付の篠原先生とゲストダンサーの浅田さ

んには何度も東京から来て特訓を付けて貰いまし

た。チラシ・ポスター始め、様々な業務もバレエ

の先生方と膝突き合わせて相談し、文化協会の役

員会に諮りながら進めました。 

それにつけても、今回の成功は賛同してくれた

バレエ団体（小泉のり子バレエスタジオ改め中村

和子バレエスタジオ、久光喬子バレエ教室、ビジ

ュー・バレエコンチェルト）の熱意と、恵庭市は

じめご協賛をいただいた企業各社・個人の皆様、

そして後援をいただいた関係機関・団体並びに文

化協会加盟団体各位のご支援の賜物です。本当に

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 30 年度を振り返って 

恵庭市文化協会 

会長 高橋 正彰 

 

今年度の大きな事業は創

立 45 周年記念としたバレエ

の合同公演でした。内容は左

記のとおりですが、協会加盟 

の 3 団体が心を合わせ、力を合わせて一つの演

目をやりきった意義は大きいものがありました。

普段はそれぞれの教室でレッスンを受けていま

すが、今回は 3 人の先生方から等しく指導を受

け、さらには東京からお招きした大先生からも

直接指導を受けました。こんな機会は滅多にあ

ることではなく、合同ならではの良さであろう

と思います。経費面では補助金の他、企業等の

協賛金も大変助かりました。ほぼ満席になった

とはいえ、チケットは格安でしたから協賛金が

なかったら大赤字になるところでした。協会事

業（正確には実行委員会）で企業等に協力をお

願いしたのは初めてでしたが、快く応じていた

だいたことは本当に感謝の念に堪えません。 

 この他の通常事業も、つつがなく実施された

ことは嬉しいことでした。市民文化祭は入場者

数が前年を上回り、前年の課題もクリアできま

した。石狩管内事業は、恵庭が主管地となった

文芸交流大会は 130 名の入場者を数えてまずま

ずの盛況ぶりでしたし、舞台発表（当別町）で

は恵庭の出演者は会場をうならせました。展示

（千歳市）もいつもながら、いい刺激になった

だろうと思います。 

恵庭市交流都市である藤枝市交流都市芸術祭

への出品もスムースに実施できました。 

 あと、新規加盟団体が 3 団体あった事も嬉し

いことでした。未加盟の文化団体多数の中で、

文化協会の意義を理解し、認めてくれたのだと

思うと嬉しさ倍増です。どうぞ、末永くお付き

合いいただきますようお願い致します。 

 まだまだ言葉がたりませんが、取り急ぎ、平

成 30 年度の活動報告とお礼の言葉に代えさせ

ていただきます。 

フィナーレ 



文化協会賞等受賞者ご紹介 

（敬称略） 

平成 30 年度 

●文化振興賞／恵庭写真協会（会長 西澤實・昭

和 53 年発足）、佐藤慶子（77 歳・恵庭吟友連盟

＝日本詩吟学院北海道樽前岳風会恵庭支部）、竹

生忠（84 歳・恵庭吟友連盟＝日本吟詠連盟鶯窓

流恵庭支部）、中村和子（50 歳・小泉のり子バ

レエスタジオ）、鳴海敬一（81 歳・恵庭美術協

会）、松山芳子（67 歳、恵庭華道協会）、三谷美

津江（98 歳・恵庭吟友連盟＝日本詩吟学院北海

道樽前岳風会恵庭支部）、村上百合子（64 歳・

クラウン歌謡学院恵庭）、山田文四郎（81 歳・

恵庭吟友連盟＝日本詩吟学院北海道樽前岳風会

恵庭支部）、山田マサ子（73 歳・日本国風流詩

吟吟舞会恵庭支部）、山本松雨(71 歳・恵庭書道

連盟) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●石狩管内文化団体協議会表彰 

 文化賞／星道子（75 歳・当会元副会長、筝曲 星

の会） 

●第 13 回北海道文化団体協議会表彰 

奨励賞／恵庭書道連盟 

●恵庭市文化功労者表彰  

文化奨励賞／坂口由美子（74 歳・恵庭華道協会） 

 中美保子（59 歳・絵画サークルえのぐ箱） 

文化振興賞／牧野澄子（81 歳・恵庭吟友連盟・

岳風会）、森川悠子（75 歳・花柳徳静会） 

 

 

各種大会・公募展等入賞入選者 

  

平成 30 年の、事務局で把握している情報をご紹介

します。漏れ多数と思いますがご容赦ください。 

 

第 65 回写真道展（北海道写真協会・北海道新聞社） 

第 1 部（自由）・入選／田中康夫、加藤憲秋、佐野

ミヨ、木全正樹 第 2 部（観光・産業）・入選／木

全正樹 第 3 部（ネイチャー）・入選／菅原恵子、

田中康夫、中村忠司、坂田一紀 

第 24 回北海道野生生物写真コンテスト（北海道野

生生物基金・北海道新聞社）動物部門・入選／田

中康夫 

第 29 回全道シルバー作品展（北海道文化団体協議

会）写真の部・知事賞／中村忠司 同道文団協会

長賞／佐野ミヨ 

 

第 59 回北海道書道展（北海道書道連盟・北海道新

聞社） 

1 部（漢字多文字数の部）入選／田中聖子、外山

華雪、中村飛鳥、西田雅山、西前碧朗、山口晴美 

第 2 部（漢字少字数）入選／細木慎太 第 3 部（か

な）秀作／中野八重子 第 4 部（近代詩文）特選

／高橋弘子 入選／鈴木恵岳 

第 37 回書究院展（書究文化書芸院主催）会員・大

賞・札幌市長賞／山口春美 

 

一水会展（一水会）80 周年記念賞及び委員推挙／

中村哲泰 

第 63 回新道展（新北海道美術協会） 会員推挙／

水高和彦 会友推挙／中川雅章、本郷隆夫 入選

／佐藤良市、中川雅章、百澤道代、松枝カツ子、

水高和彦、本多いさみ、松渕耐子 

第 93 回道展（北海道美術協会） 油彩の部入選／

桑原貴子 

第 73 回全道展（全道美術協会） 会友賞／高崎勝

司（版画） サトウクミコ（工芸） 

 

第 69 回北海道知事優勝旗争奪民謡決勝大会（北海

道民謡連盟・北海道新聞社） 

江差追分の部・4 位／菊澤信枝 

平成30年度受賞者の皆さん（H30.12.1） 



平成 30年度市民文化祭実施報告 

 

さる 2 月 14 日、市民会館において文化祭実行委

員会が開催され、30 年度の実績報告と新年度文化

祭についての検討を行いましたので、その概要を

お知らせします。 

・展示部門 

恵庭会場（10 月 12～14 日 ３日間） 

参加団体 31 団体 

出演者数 786 人 

 入場者数 4,638 人（＋267） 

※菊花展・夢創館会場は 11 月１～3 日 447 人 

島松会場（11 月 1～３日 ３日間） 

参加団体 10 団体 

出演者数 101 人 

 入場者数 1,765 人 

・舞台部門 

 恵庭会場（10 月 21～22 日 2 日間） 

  出演団体 31 団体 

  出演者数 454 人 

  入場者数 2,538 人 

 島松会場（11 月 3 日 1 日間） 

  出演団体 20 団体 

  出演者数 332 人 

  入場者数 2,100 人 

 2 会場合わせての展示入場者は前年比 590 人の 

増、舞台入場者は前年比 267 人増でした。出品・ 

出演者の微減の中で、観客が増加したことは皆様 

の頑張りのお蔭と思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・検討事項 

展示部門／昨年度の課題となった PR 強化につ 

いては、ハガキ形式のチラシとしたことが観客の

増加につながったと評価され、今年度も同じ方法

とすることが確認されました。 

作品解説については特に問題は発生しませんでし

たが、できる団体には今後も対応をお願いします。 

展示場所変更については、希望のある団体と個別

調整を図った結果、双方納得のいく形で会場設営

がなされスムースに運営できました。 

展示に関しては、展示パネルの他施設からの運搬

搬入を含め、事務局（社会教育課）の絶大な支援

に感謝します。なお、展示作品の管理については

事務局、会館だけでは見切れないことがあります

ので、各団体でも注意されるようお願い致します。 

舞台部門／昨年度はリノリウムを使用する団体か

らの参加申し込みはありませんでした。しかし、

新年度の検討をした際、(誰でも参加できる)市民文

化祭なのだから、最初からリノリウムは使用しな

い、というのは如何かという意見があり、使用の

可能性のある団体の意向を確認することとなりま

した。 

 

恵庭展示会場で開催したレザークラフト体験コーナー 

恵庭会場舞台 

恵庭会場展示 



●平成３０年度石狩管内郷土芸術祭報告 

区 分 内    容 

文芸部門 ８月 26 日（日）恵庭市民会館中ホール 

130 名参加(一般 40 奈含む) 

展示部門 

 

11 月 24(土)～25 日（日）千歳市 

美術、写真、華道、書道、手芸５団体

24 名出品 

舞台部門 9 月 2 日（日）当別町 12 団体 175 名 

恵庭出演団体／西崎流緑森会(2 名)、國

風流詩吟吟舞会恵庭支部(8 名) 

 

●表彰式と舞台発表の様子（当別町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 市民文化祭のご案内 

今年の第６４回えにわ文化祭の日程が決まりまし

た。多数の参加を期待しています。なお、申込書

は期日厳守で提出してください。 

■展示部門 

①会場・期日等 

市民会館／10 月 11 日(金)～13 日(日) 

      11 月 1 日(金)～3 日(日)＝菊花 

 夢創館／11 月１日(金)～3 日(日) 

 公民館／11 月 1 日(金)～3 日(日) 

②出品規格 

ジャンル 大きさ 

絵画 油絵・水彩・日本画等 20 号迄 

書道 半切以下(縦のみ)、かなｰ料紙以下 

写真 Ａ３ノビ（約 38 ㎝×49 ㎝）まで 

彫塑・工芸 縦横５０㎝以下 

 ※いずれも額装又は表装が必要です。 

③申込み期限 ７月２３日(火)  

■舞台部門 

①会場・期日等 

市民会館／１０月１９日(土)・２０日(日) 

       両日共１３:００～１６:００ 

 公民館／１１月３日（日）９：４５～ 

②参加対象及び制限 

・１団体１会場のみの出演となります。 

・中学生以下は保護者の同意が必要です。 

・市民会館会場の出演時間は１団体１０分です。 

申し込み多数の場合、抽選により決定します。 

・公民館会場の出演時間は１団体２０分ですが、

申込多数の場合は時間短縮となります。 

③申し込み期限 

 市民会館会場／６月１９日（水） 

 公民館会場／７月２３日（火） 

●申し込み方法 市教委社会教育課（市民会館内）、 

公民館（島松本町）に備付けの申し込み用紙に 

必要事項を記入して提出してください。 

※展示場所、出演時間、順序等、希望どおりとは 

 ならないことがあります。実行委員会にご一任 

願います。 

 

石狩管内文化賞を受賞し代表謝辞を述べる星道子さん 

管内郷土芸術祭で発表する吟舞・國風流詩吟吟舞会 

 

管内郷土芸術祭で発表する日舞・西崎流緑森会 



●役員名簿 

役職名 氏名 所属団体 

会 長 高橋 正彰 市民文芸の会 

 

副会長 

武藤 光一 美術協会 

和田 正道 吟友連盟  

山本 弘子 華道協会 

企画部長 渡辺 信子 西崎流緑森会（日舞） 

舞台部長 石塚 耕平 吟友連盟 

同副部長 

 

中村 和子 中村和子バレエスタジオ 

高見真理子 大正琴萌季会 

展示部長 加藤 憲秋 写真協会 

同副部長 藤田 令子 レザークラフト研究所 

文芸部長 中田  實 市民文芸の会 

生活文化部長 高山喜代子 アザレア会 

監 査 

 

福江  守 クラウン歌謡学院恵庭 

森川 悠子 花柳徳静会（日舞） 

会 計 吉野 美樹 大野ダンススクール 

事務局長 大塚 芳葉 書道連盟 

同次長 水高 和彦 美術協会 

 

 

 

 

 

新しい仲間   新たに加盟された3団体をご紹介

します。 

■ T-Soul ダンスカンパニー（洋舞） 

毎週水・金曜日に RB パークでクラシックバレエの

レッスンをしています。レッスンは自由に見学が

できます。文化祭やフェスティバルにも参加。 

・代表・問合せ/丹波直美 090-4877-6161  

■ポーセラーツ・サロンシュー（手工芸） 

「ポーセラーツ」は食器などを彩る絵付けで「完

成度の高い作品」をどなたでも楽しめる、今注目

のクラフトです。興味のある方はご連絡を。 

・代表・問合せ/渡邊修子 0123-33-8846 

■トールペイント ツリーハウス（手工芸） 

身の回りの家具や小物に絵具で彩色するトール

ペインティングは、日々の生活を豊かで潤いの

あるものに塗り替えます。是非ご一緒に。 

・代表・問合せ/畠山尚子 0123-33-3808 

 

文化協会の加盟団体を募集しています 

恵庭市文化協会は文化のまちづくりの実現を目

的とし、市と手を取り合い様々な活動に取り組ん

でいます。各団体の自主性を尊重する中で、共通

の悩みの解決や目的達成に向け事業を実施してい

ます。これらの事業をとおし各団体及び会員個々

への支援へとつなげています。 

年会費は一人 500 円で協会主催事業や市民文化

祭、また道や管内の文化団体が主催する事業への

参加、さらに公共施設の利用条件も有利になるな

ど多くの特典もあります。 

市内で文化的活動に取り組む団体で、協会の趣

旨にご賛同いただければ分野分類は問いません。

あなたの日ごろの取り組みがより良い文化のまち

づくりにつながります。多くの仲間と認め合い感

動を分かち合う文化の輪にご参加ください。 

 

事務局から会員の皆様へ 

・加盟会費早期納入のお願い 

文化協会費は協会が実施する各種事業の財源です。

早期納入についてご協力お願いします。 

納入金額 一人 500 円／年 × 会員数 

振 込 先 北海道銀行恵庭支店 

      普通口座 ０９１２９９７ 

        口座名義 恵庭市文化協会 

・ホームページ掲載情報をお知らせください 

文化協会のホームページはしばらくの間更新を

休止しご迷惑をおかけしていましたがリニューア

ルし再開します。 

行事の開催案内や会員情報を事務局へお知らせく

ださい。また、ホームページでは加盟団体の紹介

や新会員の募集を行います。依頼に基づき随時更

新しますので掲載事項をお知らせください。 

恵庭市文化協会のホームページは「恵庭市文化

協会」又は「eniwa bunka .orc」で検索できます。 

 

＜文化協会組織状況 H30．3.31＞ 

     加 盟 団 体 数    ４５団体 

 新規加盟団体      ３団体 

      会  員  数         689 名 

注1 神田舞台部長・田中生活文化部長から退任申し出 

があり、上記のとおり変更になりました。 

注 2 任期は、H30.5.26～R2.3.31 です。 


